
山口大学大学院創成科学研究科 宋俊煥
若者クリエイティブコンテナ宇部(YCCU) 代表
まち会社・にぎわい宇部 取締役(非常勤)
竹原市都市デザインアドバイザー
宇部市・山口市 ウォーカブル推進検討・デザインチーム
新見市・いの町 エリアプラットフォーム 有識者メンバー

地方都市における
ウォーカブルシティ

准教授



なぜ、地方都市にウォーカブルが必要なのか？



2040年消滅可能性都市

出典：増田寛也氏・国土交通政策研究所(2014)

立地適正化計画(2014)
・全国686団体で取り組み実施中
・主な都市機能施設(医療・福祉・商業等)の誘導

そもそも魅力のあるまちなか(都市機能誘導区域)を
計画・実施しない限り、人口誘導は難しい。



20分圏ネイバーフッド/Complete Neighborhood、ポートランド
住民が安全に日常生活に必要なサービスへアクセスできる徒歩圏域(1マイル圏)を20分圏とし、
日常生活に必要な機能(商業、仕事、公園等)が揃い、これらの機能に近接した一定の密度を有する居住地

「コンプリート・ネイバーフッド」は、以下の７つの施設の内、少なくとも５つの施設に対して近接性
（２０分圏域＝１マイル）を有し、70点以上の“Walk Score ”※を示す地区。

※Walk Scoreとは店舗や公園、学校、そ
の他の目的施設へ徒歩でアクセス性に
ついて1/4マイル毎に加重して1から100
の得点を与えて評価する指標である。
（www.walkscore.com）

90-100 日常生活で車が不要
70-89 ほとんどの生活行為が徒歩可能
50-69 徒歩圏内にいくつかの施設が立地
25-49 車依存 -徒歩圏内にいくつかの施設
0-24 車依存 –常に車が必要



出典：杉原 礼子, 鵤 心冶, 坪井 志朗, 小林 剛士, 宋 俊煥, 趙 世晨(2018), 「ポートランド市の計画方針を
組み込んだコンパクトシティ計画策定支援システムの提案」, 日本建築学会計画系論文集,
2018 年 83 巻 749 号 pp. 1251-1261 

Pearl District

出典：www.walkscore.com

得点率が70％以上を満たす地域を増やす
：「コンプリートネイバーフッド(CN)」



公共空間(パブリックスペース)の重要性
①行政の管轄(Governance Space)：所有と管理の観点
②自由空間(Public Space) : 個人所有ではなくだれでも利用可能な空間・集会
③都市基盤(Infrastructure) : 都市機能を支持する役割

公共空間の 「量的」 拡張時代から 「質的」向上時代へ
私的空間の公的空間化(Open Space) : 公開空地 / 空地等

官民連携・協働
(PPP)の重要性



ウォーカビリティの10 のステップ

Step1 車を適切に迎え入れよう

Step2 用途を混在させよう

Step3 駐車場を正しく確保しよう

Step4 公共交通を機能させよう

利便性の高い歩行

Step5 歩行者を守ろう

Step6 自転車を歓迎しよう

安全な歩行

Step7 空間を形作ろう

Step8 樹木を植えよう

快適な歩行

Step9 親しみやすくユニークな
表情を作ろう

Step10 優先順位をつけよう

楽しい歩行



【地方Step１】 道路幅・沿道建築との関係づけ

Step2 用途を混在させよう1.沿道低層部が機能していない場合
2.沿道低層部が機能している場合

Step1 車を適切に迎え入れよう

Step5 歩行者を守ろう



国道190号
(常盤通り)

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

基本設計

実施設計

国との協議

国の施策

2018年度
（平成30年度）

2019年度
（平成31年度）

2020年度
（令和2年度）

2021年度
（令和3年度）

(都市局)都市再生特別措置法等の一部を改正する

法律による新制度開始（R2.9）

ウォーカブル推進事業

R2.6 現在の案

（副道の形態は残しつつ、バス停車帯として利用）

今後の協議

(道路局)道路法の一部を改正する

法律による新制度開始（R2.11）

歩行者利便増進道路（ほこみち制度)

宇部市が国土交通省都市局の

「ウォーカブル推進都市」として賛同（R1.7）

宇部市国道190号(常盤通り)再整備に関わる経緯の整理
• 平成31年1月から国道190号再整備に関する基本設計が始まり、その内容について国との協議が行われてきた。
• 令和2年6月の時点では、「副道の形態を残しながらバス停車帯として利用」することを案としてまとめてい
たが、令和元年7月の宇部市「ウォーカブル推進都市」への賛同表明と共に、令和2年9月の都市再生特別措
置法等の一部改正による新制度「ウォーカブル推進事業」や令和2年11月の道路法の一部改正による新制度
「歩行者利便増進道路(ほこみち制度)」の新設を受けて、国道190号(常盤通り)再整備方針について見直しを
検討することに至った。

1.沿道低層部が機能していない場合

国への提言

再検討へ



旧井筒屋跡地
(にぎわい拠点施設建設中)

新庁舎第2期建設中
(市民文化交流拠点)

ヒストリア宇部
(歴史的建造物)

ボスティビルド
(商業拠点施設)

新天町
商店街

琴芝駅

琴芝街区公園

真締川

常盤通り

A A’



【観察調査1】横断歩道（幅約40ｍ）における高齢者の行動

11

・常盤通り周辺の高齢化率50％前後
(中心市街地全体34％)

・分離帯まで行って、青信号になるのを
待つ高齢者が多く見られる。

→限られた青信号の時間で渡る距離を短
くするため（時間的余裕を持つため）
→赤信号の時に分離帯まで行くのが危険

旧井筒屋跡地
(にぎわい拠点施設の建設中)



【観察調査2】副道の路上駐車の利用状況

• 28台駐車スペース中、10台（35％）が4時間以上(週末は3台6時間以上)駐車されている。
• 平日には、周辺の従業員の車が多く占領していることがわかる。
⇒宇部市民（利用者）のために機能していない。

・週末は、平日と比べ長時間駐車は少なくなっている。⇒従業員の利用減少

<1>平日 3/19（金）10：00-15:30 実施

長時間駐車

10:00以前~13:17
（3h17m以上）

10:00以前~14:35
（4h35m以上）
【利用】従業員

10:00以前
~13:17
（3h17m
以上）

11:10~15:30
以降
（4h以上）

11:45~15:30以降
（2台とも4h以上）
【利用】スナック搬入

調査時間
ずっと
【利用】
従業員

調査時間
ずっと
【利用】
従業員

10:30~15:30以降
（5h以上）
【利用】別街区へ

路上駐車11台

路上駐車17台

タクシー3台分

12

旧井筒屋跡地
(にぎわい拠点施設の建設中)

<2>週末 3/20（土）10：00-17:00 実施



「可変性」を持ち続ける公共空間の提供

宇部市常盤通りウォーカブル推進事業(案)

⇒様々な機能やアクティビティ「用途・遊具・規模等の変化」に対応・
変化できる受け皿としての役割

にぎわい拠点施設イメージ



出張芝生(2018-2019)



第1回歩行者天国(2018.4)



宇部ストリート社会実験「出張芝生」

歩行者天国(2018～2019、年2回実施)







before

After



2.沿道低層部が機能している場合

新庁舎建設中

パークロード

山口県庁

山口市駅前通り



現在 提案



ストリートファニチャーのプロトタイプ化





商店街の説明会と参加店舗募集
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【地方Step2】 プレイヤーと共に考える体制づくりと実験
Step7 空間を形作ろう

Step9 親しみやすくユニークな
表情を作ろう

Step10 優先順位をつけよう



空間の管理運営
ブランディング検討

社会実験検討

空間利活用デザイン検討

エリアビジョン検討

宇部市常盤通り
ウォーカブル推進協議会

キャッチフレーズ、景観の検討

ゾーン別コンセプト、デザインの検討

空間の利活用、社会実験の検討

管理運営の仕組み
ランディング・情報発信の検討

依頼

提案

会長
宇部市長

学識経験者
都市・交通・建築
ランドスケープ

関係団体
商店街組合・地元自治会
商工会議所青年部

関係機関
国交省・山口県
宇部警察署

部会長
学識者

市民公募
イベント・飲食
アート・子育て
アーバンスポーツ
情報発信・植栽管理

関係団体
商店街組合・地元自治会
商工会議所青年部
にぎわい宇部

にぎわい創出検討部会
検 討 項 目

宇部市常盤通りウォーカブル推進体制図



■2022年度にぎわい検討部会スケジュール(案)

1w 2w 3w 4w 1w 2w 3w 4w 1w 2w 3w 4w 1w 2w 3w 4w 1w 2w 3w 4w 1w 2w 3w 4w 1w 2w 3w 4w 1w 2w 3w 4w 1w 2w 3w 4w 1w 2w 3w 4w 1w 2w 3w 4w 1w 2w 3w 4w
● ● ● ● ●

空間利活用デザイン検討 最終確認

(1)エリアビジョン検討WG ● ● ● ● ●

①“宇部らしい”ウォーカブルな
まちを表すコンセプト

〇 〇 〇 〇

②地域別のゾーニング 〇 〇 〇 〇

③ウォーカブル区域の検討 〇 〇 〇

④常盤通りの景観について 〇 〇 〇

(２)空間利活用デザイン検討WG ● ● ● ● ● ● ● ●

①7つのゾーン別のコンセプト 〇 〇 〇

②7つのゾーン別の空間構成要
素の配置・デザインの検討

〇 〇 〇 〇 〇 〇

(3)社会実験検討WG ● ● ● ● ● ●

①実施内容の検討：場所・規
模・期間・資金・関わる主体

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

②実施結果からのフィードバッ
ク

〇

(4)空間の運営管理・ブランディ
ング検討WG

● ● ● ●

①地域主体による管理運営仕組
みの検討

〇 〇 〇

②ブランディング・情報発信の
検討

〇 〇 〇

2月 3月9月 10月 11月 12月 2023年1月7月 8月

宇部市常盤通りウォーカブル
推進協議会

４月 5月 6月

社会実験実施期間

同時
実施

必要に応じ随時WG実施

報告報告

同時
実施

同時
実施

同時
実施

同時
実施

意見反映

意見反映

報告

必要に応じWG実施

同時
実施

必要に応じWG実施

共同
WG
方針
確認

同時
実施

フィードバック

フィードバック

エリアビジョン検討

年間ワークショップのスケジュール(2022)



協
議
会

検
討
部
会



①ヒストリア宇部前 宇部の歴史や文化を感じられる空間

②新市庁舎前(第2期) 市役所の利用者や周辺のビジネスマンがくつろげる空間

常盤通り空間デザイン検討結果(案)



③旧井筒屋前(にぎわい拠点施設) 常盤通りの中心となる多世代交流空間

常盤通り空間デザイン検討結果(案)



④キッズラップ前・中津瀬神社前 子ども達が自由な発想で遊べる空間

常盤通り空間デザイン検討結果(案)

⑤西京銀行建設地前 大人のアスレチック空間



⑥ボスティビルド前 若者が集う森のような空間

常盤通り空間デザイン検討結果(案)



③旧井筒屋跡地前

⑥ボスティビルド前

2022年社会実験





2023年社会実験



2023年社会実験





2023年社会実験



AIカメラ



山口市駅通りまちなかウォーカブル推進体制図



社会実験時のエリアコンセプト



どうもん広場



4月22日（平常時休日）

5月16日（社会実験時平日）

5月13日（社会実験時休日）

5月8日（平常時平日）

社会実験中

総人数

N

※雨

アクティビティ量の検討



社会実験中

4月22日（平常時休日）

5月16日（社会実験時平日）

5月13日（社会実験時休日）

5月8日（平常時平日）

※雨

滞在時間(分)

滞留性の検討



回遊性の検討

駐車場

どうもん
広場



交通交流広場
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B→Aの自動車交通量の推移(休日)
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【地方Step3】 エリアビジョンが生み出す連鎖反応
Step7 空間を形作ろう

Step10 優先順位をつけよう



町並み保存地区

道の駅あいふる通り

竹原市



竹原駅前エリアウォーカブルビジョンの策定経緯

問
題
意
識
１

問
題
意
識
２

問
題
意
識
３



ステップ１ 地域住民との勉強会からスタート

ステップ２ 社会実験をやってみて、
その結果をビジョンづくりに反映

竹原駅前Smile Parkはじめました！



Park(ing)Dayの取組を日常化
Small Park(ing)Dayを 1回/月程度開催

＜連鎖反応１＞



＜連鎖反応２＞



＜連鎖反応３＞
Park(ing)DayからSMILE PARKたけはらへ発展



竹原中学校との連携



だんだんテラス(山大生)

中学生企画
ロゲイニング



＜連鎖反応４＞
ストリートファニチャーの常設化



＜連鎖反応５＞
空き店舗への出店(リノベーション)

竹原駅前の駅店舗の
カフェいへのリニューアル



＜連鎖反応６＞
エリアビジョンに共感する様々な民間企業の参画



連携



【地方Issue1】駐車場問題、どう対応すべきか。
Step3 駐車場を正しく確保しよう



常盤通りのウォーカブル化にむけて備えるべき条件

居心地の良く快適な滞留空間の整備
常盤通りと公園的歩行空間の整備

滞留空間を活用し、市民の外出・来街の動機とな
る魅力的なアクティビティ・目的地をつくる

沿道の主要施設と連動した活動の企画・運営を
行う

宇部市民に場所を知ってもらい、
「T-Terrace」の愛着を高める

常盤通りに来やすい環境づくり
既存大規模駐車場(市営駐車場等)の利用を考慮
し、常盤通りまでの快適なアクセスルート(歩行環
境)をつくる
アクセスルートに合わせ、新しい目的地を増やす

常盤通りに隣接している銀行の駐車場や大規模月極
駐車場と連携し、更に週末の駐車場の利用がしやす
い環境をつくる

「T-Terrace」の利用者が増え、豊かな
暮らしができるウォーカブルなまちへ

自然にまちなかに面白い店舗・目的地が増える

＜宇部市＞



金融機関専用駐車場等の稼働率調査



AIカメラを利用した実証実験(ときわいこっと)

登壇者意向により非表示

登壇者意向により非表示



＜山口市＞山口市駐車場整備計画(2023.10)



【地方Issue2】自転車道路はどう設置すべきか。
Step6 自転車を歓迎しよう



【宇部市】
・現状、自転車利用者が少ない。
・45m幅員の道路(車両速度40-60km)で
公道に走る自転車の環境は良くない。

・現段階で自転車道路の本格的整備は難しい。
・車道に矢羽根の設置と共に、
歩道の一部自転車道路設置(自歩道)

・社会実験では、歩道での自転車と歩行者の
ヒヤリハットのチェック

・全体歩行・自転車ネットワーク等を踏まえた
長期的な交通計画が必要(ポートランド)

・将来的(自転車利用者が増えたら)には、
1車線の新モビリティ化も考慮(コペンハーゲン)

・今回の整備では、高校生等のための駐輪場を
しっかり整備

ポートランド

ハンブルクコペンハーゲン



【地方Issue3】公共交通等の新モビリティ、可能なのか。
Step4 公共交通を機能させよう



【宇部市・竹原市】
・社会実験に合わせてグリーンスローモビリティ運行
・普段の利用者は少ない
・イベント時にはアトラクション的な利用者増
・基本的に左折のみのルート設定
・既存の車道との共存は難しい
・キックボードなどは魅力的だが、財源面で厳しい

(台数の借り代、システム代など)

・現存の公共交通との連携
→中心市街地へのバスの低額設定
地域通話化(ポイント制)・実験による経験誘発

・歩行と公共交通の間の速度の乗り物を
どう補っていくのか。

宇部市

利用者数

利用料金 ≦



【地方Issue4】植栽(景観vs管理)はどうあるべきか。
Step8 樹木を植えよう



【宇部市・山口市】
・管理をだれがどうするのか。
・葉っぱの大きい問題(雨どい詰まりなど、災害問題)
・匂いの問題
・景観上大事なものであり、守るべき存在
・みどり空間の重要さ(滞在空間として)



出典:日本建築学会建築雑誌2023年 5月号、pp.4-9



【地方Issue4】中間支援組織等エリマネで動かせるか。



マネジメント手法 ー出来上がった空間を維持管理及び利活用する仕組みー

運営・マネジメント
中間組織

(NPO・民間・第3セクター
・任意団体等)

可変的・仮設空間

芝生空間

キッチンカーの
置き場所

歩道空間

仮設空間
(コンテナー等)

管理
道路管理者

交通管理者

国
宇部市

警察等

関連主体
沿道組織

地域組織

商店街等

商工会議所
市民活動
団体等

交通事業者
タクシー
協会等

支援(制度及び委託料)・監視

管理・運営
状況の報告

維持
管理

一部
直営
収益
事業

利用及び活用主体

イベント主体 常設主体

出店料 手続き上
支援

空間管理のチェック

活動相談
調整・報告

支援
活動協力

• 整備により出来上がった可変的・仮設
空間を活性化させていくためには、空
間を柔軟に使いこなしかつ、空間を高
質に維持させるマネジメント手法が求
められる。

• そのためには、全ての道路空間を道路
管理者が、管理するのではなく、可変
的・仮設空間の管理については、中間
組織(第3セクター・民間)に委ねること
で、行政による管理負担を軽減すると
ともに、多様な主体による利活用を促
進させる、いわば民間活力(小さなビジ
ネスの創出・雇用創出等)を引き上げる
ことが重要である。

• 近年、ホコミチ制度(歩行者利便増進道
路制度)を積極的に活用する必要がある。



増加する管理費用を賄う(稼ぐ)方法

・整備前：植栽管理
・整備後：植栽管理+清掃+巡視・点検(整備空間・遊具等)

①市の負担

①民間(中間組織)の負担

全体
費用

固定資産税（土地、建物）と都市計画税（土地、建物）について、
建物建設前と後の比較による管理費用の捻出

③受益者負担(長期的)
今後、沿道への好影響を考え、2次的な受益者(沿道店舗等)にもど
のように負担額を設定するかは考えていく。

公共空間及び施設を活用した年間管理費用の捻出

札幌市
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